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インドヒマラヤ2017遠征報告
１．はじめに
　この度、ご協力いただきました関係各位にまずは感

謝申し上げます。メンバー３人（上田幸雄、黒田誠、馬

目弘仁）無事下山、帰国いたしました。

　登山内容ですが、当初の目的であるダラムスラ峰西

壁は中止し、代わりに未踏峰（無名峰、高度５，620ｍ）

の東壁を初登攀、初登頂してまいりました。当初の目

的を果たせなかったことは少々残念ではありますが、

美しい未踏の岩塔に立てたことで十分に楽しいクライ

ミングを堪能することが出来ました。帰国して間もな

いため、簡単ではありますが以下に短い報告をさせて

頂きます。（詳細を記した報告書は、後日作成予定で

す。）

２．ＢＣ入り～その後の経過
　２泊３日のキャラバンを経て、９月18日にＢＣに

到着。午前中は少々回復するも午後には雨が降るモン

スーンのような天気からのスタートでした。翌々日に

モレーンを偵察、ダラムスラ峰に挑戦した過去の隊が

通ったであろう氷河の末端は崩壊が激しく、大きく迂

回するモレーンのコースに可能性を見出してＢＣ帰

着、そして夕方からまた雨。そして３日間連続の本降

りの雨々に突入。その間、モレーン帯の土砂崩れの轟

音が響く。ＢＣより遠望するダラムスラ峰の氷河末端

周辺には落石が頻発しているようで黒々と変色してし

まった。

　９月26日、天候回復と信じ、高度順化活動のために

ＢＣ正面にある未踏峰（？）、を登ることにして出発、

高度４，750ｍのテラスでオープンビバーク、そして夜

にはまたシトシトと雨。天候が安定しないので翌日の

予定を変更、一気に頂上を往復して同地点帰着として

アタック。昼には頂上稜線の一角（５，400ｍ）に登頂

して昨晩のビバーク地点でもう１泊、夜にはまた雨。

　順化活動からＢＣに帰着してもスッキリしない天気

が続く。午前は晴れていても午後には必ず雲が沸き上

がってきて雨を降らせる。ヒマラヤ遠征でこれ程天候

が安定しないのは初めての経験であった。あきれる程

で苦笑する日々が続く。

　その間、ＢＣでは諸々の事情を考慮して目標の変更

を検討した。結果、順化活動中に遠望できたトス氷河

の西支流奥院に遠望できた岩峰に挑戦することに決

定。リエゾン・オフィサーの承諾（ＩＭＦの承諾）も

得てモチベーションが高まった。ただ、詳しい地図が

手元に無いのでとにかく近くに行って、良く見て、そ

して登ってみないとなにもわからないという感じのア

タックであった。トポ無し、地図無し、それをヒマラ

ヤで実践することになろうとは、そういうのもなかな

か冒険心がくすぐられて良いものかもしれない。

３．無名岩峰へのアタック
　10月２日、アタック。念のため５日間分の食料を用

意して出発、モレーン歩きから西トス氷河を遡って岩

峰基部へ。ヒドンクレバスが多そうで、かといって岩

壁基部も落石の危険が多くＡＢＣ設営適地が限られ

る。ＡＢＣの標高は約５，090ｍ、不確かな概略地形図

によると、岩峰の標高差は最大でも500ｍ程度ではな

いかと見積られる。ガスコンロと１泊分の食料のみを

持参してオープンビバーク覚悟の軽量化優先、短期速

攻にチェンジしてトライすることに決定。

　10月３日、ＡＭ５時前にＡＢＣ出発。岩峰東側の

ルンゼを５Ｐで稜線、その稜線をコンテで200ｍ程前

進して、１Ｐラッペルして岩峰本体に取り付く。この

ラッペルダウン、登り返しがかなり厄介そうなので

少々勇気がいったが思い切ってロープを引き抜く。そ

こからミックス帯を５Ｐでヘッドウォール基部に到

E-Tos氷河周辺

アタック時E-Tos氷河
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着。ここから先が勝負となりそうなのでさらにデポし

て軽量化を図る。３人中２人は空身、ヘッドランプ、

テルモス、エナジージェルだけを持つ。絶望的なスラ

ブ帯に出くわす覚悟もしていたが氷が上部まで続いて

いる感じなので大いに活気づいた。困難なミックスク

ライミングを経て氷壁帯に合流、その後幸運にも雪壁

を経由して頂上直下のコルに到達（６Ｐ）出来た。予

想に反してなかなか頂上が見えてこないので心配に

なってきた頃だったので安心したものだ。頂上には巨

大なボルダーが帽子のように乗っかっていた。素手に

なってハングと格闘して再頂点に立つことが出来た。

時刻はＰＭ４時、ほぼ無風快晴。この時は本当に天気

に恵まれたことを感謝。頂上の標高は約５，620ｍ、予

想より200ｍ程は高く、西トス氷河奥院では明らかに

最高峰であった。手持ちの概略図のなんといい加減な

ことか。まあ～だからこそ面白いのだけれど。「初登

頂」というのは自分にとって初体験、ヒマラヤでは小

さめの山ではあるけれどとても嬉しかった。

　さて、下降途中、ＰＭ７時30分には大事をとってビ

バークすることに決める。雪を削ってテラスをつくっ

てそこでオープンビバーク。かなり激しい寒さでウト

ウトすることも許されず、ひたすら膝をマッサージし

て朝を待つ。なかなか辛いビバークだった。

　10月４日、７時頃から下降開始。懸案の登り返しも

最適ルートが見つかってイジーパス、強烈な日射に汗

だくになりながらＡＭ11：30頃にＡＢＣ帰着、そし

て昼飯をたっぷり食べてからゆっくりとＢＣに向かっ

て下降した。

（馬目弘仁　記）

１）遠征結果
　当初、目的としていたダラムスラ西壁は登ることが

出来なかったが、代替の山として推定５，620ｍの未踏

峰（標高差500ｍ・16Ｐ・ＥＤ－）に登頂した。

頂上

２）行動概要
９月13日　成田～デリー

14日　～ＩＦＭ泊～ブリーフィング　ＩＭＦ泊

15日　～クル（Kullu）

16日　～トシュ（Tosh）２，500ｍ～キャラバン

17日　キャラバン

18日　キャラバン～ＢＣ　４，250ｍ

19日　レスト

20日　 偵察・順化・荷揚げ　E-Tos氷河　４，430

ｍまで往復

21 ～ 24日　レスト・悪天 ＢＣ停滞

25日　デポ回収

26日　順化登山　アプローチ　４，750ｍ泊

27日　順化登山　５，500ｍＰ往復　4750ｍ泊

28日　順化登山　下山　ＢＣ

29日～ 10月１日　レスト

10月２日　アタック　アプローチ　5100ｍ泊

３日　アタック　頂上～ 5300ｍ泊

４日　アタック　下山　ＢＣ

５～７日　ＢＣ

８日　ＢＣ～トシュ～マニカラン（Manikaran）

９日　～デリー　ＩＭＦ泊

10日　デブリーフィング　ＩＭＦ泊

11 ～ 13日　デリー滞在・解散

３）詳細報告
①ＩＭＦ
宿泊可能（１泊朝食付１，200ルピー）１ルピー＝２

円　ドミトリー・シャワー有

夕食・昼食も状況に応じて利用できる。近郊のレス

トランまで徒歩15 ～ 20分

衛星電話、ＧＰＳ、無線機は許可が必要（ブリーフィ

ングで確認）

多分、ガス缶購入可能（450ｇ缶　600ルピー？）

5620m峰東面ライン
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②リエゾン・オフィサー（民間人）
エージェントを経由して、ＩＭＦから報酬などが支

払われ、装備（テントなど）を貸与されている。非常

に紳士的で協力的なリエゾンであった。

③エージェント（アイベックス）
ＢＣまではガイドが同行。ＢＣにはコック・キッチ

ンボーイが滞在。

食事は米、チャパティー、ダル、サブジー主体。

ＢＣテントはレンタルしたが、持参するのがベター

ガス缶（450ｇ缶・プロパン25％、イソブタン30％、

Ｎ－ブタン45％）18ドル

④天候
９月中は、雨季が終わっていないのか？　不安定な

天候が続いた。午後になると南に開けた谷筋から雲

が湧き始め雨・あられが降った。特に９月22日夕

方～ 24日夕方まで２日間雨が降り続き、６，000ｍ

以上は30 ～ 50ｃｍの積雪と思われた。10月になっ

てからは天候が安定したが、日を増すごとに気温が

低下した。

⑤ダラムスラ周辺の状況
Tos氷河、E-Tos氷河は後退激しくＢＣとなった台

地から100ｍほど下降して氷河に降り立つ。氷河の

状態は安定しているようで、ルートミスさえしなけ

れば、歩きやすい部類だと思う。ただし、氷河の側

面は不安定な堆積物が多く落石などの危険性が大き

い。ダラムスラの取りつきも氷河側面のガレ場の登

下降が必至で、雨で緩んだ斜面は非常に危険である

と判断し、９月中に予定していた高度順化・偵察が

不可能で目標を転身した一因でもある。

周辺の山々は魅力的ではあるが、各ピークに至る枝

氷河は懸垂氷河状態。サイド・モレーンも不安定。

またセラック・クレバスも多いようで通過には細心

の注意と時間を要すると思われる。

⑥高度順化
ダラムスラ西壁の偵察を兼ねて行う予定だったが、

ＢＣ対岸の５，666ｍPeakに変更した。４日間の予

定で出発したが、結果として５，400ｍのピーク（５，

666ｍPeakの肩）を往復し、ダラムスラ西壁へ至る

ルート（サイド・モレーン・枝氷河上部）の状況を

確認した。

また、ＢＣ奥（W-Tos氷河（仮称）上流の岩峰（５，

620ｍ峰））を確認。ダラムスラ西壁へ至るアプロー

チの状況、天候などから判断して代案として検討す

ることにした。

⑦５，620ｍ峰　アタック
高度順化登山の後、協議を行った結果、５，620ｍ峰

をアタックすることを決定した。

理由として

１ ）ダラムスラ西壁へ至るサイド・モレーン、枝氷

河の状態が不安定

２）上記に加えて、天候が相変わらず不安定でア

タックに不安がある。

結果として10月から天候が安定し好天に恵まれた。

５日間の予定で入山。

10月２日
ＢＣ（７:30）～ＡＢＣ（14:00）

ＢＣから穏やかな斜面をのんびり登っていく。各自

のザックはチンドン屋状態。Ｗ－Ｔｏｓ氷河末端で

靴を履き替え、氷河を歩く。途中から、アンザイレ

ンして５，620ｍ峰基部の氷河上にＡＢＣ設営。テン

ト設営後、取り付きを確認。

10月３日
ＡＢＣ（5:10）～コル（7:50）～頂上（16:00）～Ｂ

Ｓ（19:00 ？）

アタックの内容に関しては馬目手記参照

10月４日
ＢＳ（7:00）～ＡＢＣ（10:00 ～ 11:50）～ＢＣ（14:

00）

核心ピッチ



5

パラクライミング・ワールドカップ初参加
視覚障害（Ｂ２）　山崎康興

　今年、私は小林幸一郎選手、会田祥選手とともにク

ライミング（視覚障害）で日本代表に選出いただき、

10月上旬はじめて国際大会に参加してきました。 

　２年に一度のワールドチャンピオンシップのパラク

ライミング部門には、日本選手も定期的に出場してお

りますが、パラクライミング・ワールドカップには、

いままで日本からは出場しておりません。そこで今回

私は、国際経験と大会視察を兼ねて出場を決意しまし

た。

　パラクライミング・ワールドカップは、毎年５回程

度ヨーロッパを中心にラウンドするクライミングカッ

プの障害者カテゴリーです。私は、その第４戦「イギ

リス大会」に参加してきました。日本語が全く使えな

いイギリスを舞台にした国際大会に目が不自由な私が

初参加することに不安もありましたが、大会は私を温

かく迎えてくれました。

　イギリス到着初日、ヒースロー空港からロンドン市

内へ移動し、若干の観光とジムでのウオーミングアッ

プを兼ねて、ロンドン市内に宿泊しました。

　日本のクライミングジムは元倉庫などを利用してい

るようですが、こちらイギリスでは元お城を使用して

いました。ジムとはいえ、スケールには驚かされます。

歴史のある建造物とインドアクライミング。なんとも

不思議な調和です。 

　大会が行われるシェフィールドへは、ロンドンから

さらに北へ数百キロ。気温はさらに下がり10度前後

でした。まだサマータイムであり、昼間の長さは日本

と同じくらい。時差は８時間です。

　眼が不自由な私は、前日に下見を兼ねて会場となる

「オーサム・ウォール」へ足を運びました。ジムまでの

道のりや、会場設備の位置関係などを確認するためで

す。

　ジムでは、パラクライミング責任者でありルート

セッターでもあるイアン・ダン氏とジムマネージャー

が親切に私を案内してくれました。大会当日に向け

て、ルートセットと設営に忙しいなか、あたたかなも

てなしを受けました。 

　また、ホテルではドイツ・パラクライミングチーム

と共に楽しく過ごし、それぞれの国のパラクライミン

グ事情を話すことができました。さらに、パラクライ

ミングカップには専門医師が必ずしも出席していない

こと。そのため障害の程度にかかわる最終診断にもト

ラブルが生じやすいことなど、現状の問題点を聞くこ

とができました。

　大会は、ＩＦＳＣパラクライミングカップと、イギ

リスリードクライミング・スピードクライミング選手

権との共同開催で、たくさんの観客とともににぎやか

なイベントでした。

　我々視覚障害カテゴリーについては、デモの登りを

ビデオにして映写され、事前にナビゲーターと確認で

きるなど、オブザベーションの代りとなる配慮がなさ

れていました。

　ＭＣには「はるばる日本からようこそ、ＹＡＭＡＺ

ＡＫＩ！」と誰にもまして何度も応援していただき、

とても感慨深かったです。

　さらに大勢の盛り上がる観客も視覚障害カテゴリー

が始まると、ナビゲーターの声を遮らないよう、完全

に沈黙を守るなど、あたたかな配慮を感じました。

　初の国際舞台は、イタリア、スペイン、イギリス選

手に続き４位とほろ苦い結果となりましたが、とても

多くのことを経験できました。

　今回の私の参加を通じて、様々なアドバイスをくだ

さった小林幸一郎選手と鈴木ナオヤさん、出発直前に

激励してくれた会田祥選手。そして私の突然の参加を

支えてくださった佐藤建さんはじめ日本山岳・スポー

ツクライミング協会の皆さま。さらに日ごろより私の

練習を応援してくださっている皆様、ほんとうにあり

がとうございました。

　これからも私たちパラクライミングをより多くの皆

さんが応援してくださるよう、我々選手もさらに実力

向上を目指し進んでまいりたいと思います。
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第109 回 Mountain World

ネパール・ヒマラヤ　2017年秋

池田常道

　春にエヴェレストで起きたポーランド人による越

境事件（７月号参照）に神経をとがらせた中国当局は、

違法登山に対する防止措置を講じるという名目で、秋

季のチベット登山を禁止した。行き場を失った登山隊

はマナスルに殺到、延べ200人以上が頂上に立った。

他の8000ｍ峰では、ホン・スンテク（50）の韓国隊が

実に５回目のローツェ南壁挑戦を行った以外目ぼし

い動きはなく、「新」と呼べる登攀はもっぱら6000 ～

7000ｍ峰で行なわれた。以下はその概要である。

　ヌプツェでは、フランスのエリアス・ミレルー、フ

レデリック・ドグレ、ニソワ・バンジャマン・ギゴネ

が北西峰（7742ｍ）南壁を初登攀した。以前２回この

ルートに挑んだミレルーは前年、稜線直下まで迫って

いた。10月13日に取付いた３人は5950ｍ、6581ｍ、

6800ｍ、7013ｍとビバークを重ねて前回の到達点に達

し、頂稜の7443ｍで最後のビバーク、６日目に頂上に

立った。東西５ｋｍの幅で広がるヌプツェ南壁は1961

年に英国隊が主峰に通じるルートを拓き、2008年には

フランスのパトリック・グレロン＝ラパらがその左手

をたどって上部で合流。03年にはロシアのワレリー・

ババノフとユーリ・コシェレンコが東峰（7804ｍ）南

東バットレスを登っている。

　バーク・カン（6942ｍ）はギャチュン・カン近くの

支峰。なぜかアメリカの一登山家ビル・バークの名が

付いた。感激したバークは15年から３回続けて挑ん

だが失敗。この秋は75歳の身でアン・ツェリンのア

ジアントレッキング隊に加わって初登頂に挑んだ。し

かし、彼自身はＣ１止まり。北アイルランドのガイド、

ノエル・ハナが10月５日にシェルパら３人と登頂し

た。

　チョー・オユーの南にチベットとの国境稜線を形成

するナンパイ・ゴスムの連峰がある。Ⅰ峰（7351ｍ）

はチベット名チョー・アウイとして、1986年の日本ヒ

マラヤ協会隊が初登頂。その後ネ政府はエヴェレスト

で死んだ女性シェルパ、パサン・ラムの名を冠した。

すぐ東にあるⅡ峰（7296ｍ）は08年の労山＝ネパール

合同隊が南峰に達したほか、フランス隊が南壁を狙っ

て２回失敗していた。ドイツのヨースト・コブッシュ

（25）は10月３日、単独で初登頂した。当初はフラン

ス・ルートをたどったが、6300ｍ付近でアイススク

リューが抜け、転落。ルートを南稜寄りに変えてＡＢ

Ｃ（5600ｍ）から２回のビバークで頂上に立った。

　クーンブ・ロルワーリン境界のルーナク・リ（6907

ｍ）に向かったフランスのマックス・ボニオとピエー

ル・サンシエは、ルートのコンディションが悪かった

ためパンブク北峰（6589ｍ）に変更。10月18日から翌

日にかけて北壁新ルートから頂上を往復した。

　マナスル西稜上のプンギ（6538ｍ）は、かつてドゥ

ド・コーラから仰いで三本槍と呼ばれていた。ロシア

のユーリ・コシェレンコ（54）とアレクセイ・ロンチ

ンスキー（35）は南東壁に取付いて３日間で初登頂、

反対側の尾根を２日間で下降した。

　ラルキャ・ピーク（6425ｍ）はマナスル北峰と有名

なラルキャ・ラの間にある。ジョージア（グルジア）

のゲオルギー・テプナゼ（28）、バカル・ゲラシュヴィ

リ（31）、アルチル・バドリアシュヴィリ（27）は南東

壁を経て９月27日に初登頂した。ＡＢＣからの標高差

1700ｍを６日間で登ったもの。それから20日後、この

成功を知らずにエクアドル隊が入山、このルートの右

手に新ルートを拓いて登頂した。

　マナスルの北東にあるスリンギ・ヒマールの主峰

チャマールからさらに東にあるラジョ・ダダ（6426ｍ）

には早稲田大学隊が初登頂した。萩原鼓十郎（24）、鈴

木雄大（23）、福田倫史（21）の３人は９日間のアプロー

チでＢＣ（4600ｍ）を設け、二つの前進キャンプを建

設。5760ｍの最終キャンプを出発したのは10月17日

午前３時20分。天候には恵まれたが、深い雪のため時

間を食われ、頂上に着いたときは午後５時半になって

いた。下山は当然夜になり、最終キャンプに帰り着い

たのは、26時間後、日付が変わってからだった。

フランス・トリオが新ルートを拓いたヌプツェ南壁
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予想すること、冬山の気象についても学んでいただい

た。

　下山は小仏峠を越え、小仏バス停まで。登山事故は

下山中に多く発生する。下る際の歩き方、注意点など

を説明しながら、無事下山し山行を終えた。

　小春日和の一日、紅葉を楽しみながら、まさに山の

日制定の目的「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感

謝する」山行となったことをご報告する。

　総務省統計によれば、登山人口は増加傾向にあり、

なかでも東京都は日本一の登山者数を有する。しか

し、山岳会所属者は年々減少し、個人山行者が多くを

占めると気がかりな声を聞く。安全登山の発展、普及

を責務とする都岳連としては、個人山行者に総合的登

山知識を身に着けていただくための講習、交流山行な

どを継続し、山岳会所属への誘導を含め、登山者同士

のコミュニティ作りにも一役買っていきたい。

（公益社団法人東京都山岳連盟）

「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

東京都・高尾城山北東尾根山行報告

　東京都といえば、高層ビルの連立する大都会と連想

されがちだが、東京都最高峰雲取山を主峰とする奥多

摩地区、高尾山周辺地区など、都心から短時間のアプ

ローチで楽しめる山々が数多く存在する。

　2017年は雲取山標高2017ｍにちなみ、全国から多

くの登山者が訪れ賑わいをみせた。また、年間登山者

数270万人、世界一登山者の多い山としてギネスブッ

クでも認定された高尾山の人気は広く知れ渡ってい

る。高尾山はケーブルカー、リフトで気軽に山上まで

上がることができ、老若男女問わず山歩きを楽しめる

ことから週末ともなれば登山者、観光客であふれる。

しかし、一歩足を進め裏高尾方面へ行けば、喧騒とは

打って変わった静かな山歩きも可能である。

　2017年12月３日、都岳連では山の日制定イベント

として、「安全で楽しい登山」をモットーに、紅葉の残

る裏高尾方面、城山北東尾根山行を開催した。城山北

東尾根は国土地理院地図では徒歩道のないバリエー

ションルートである。

　早朝、ＪＲ高尾山駅に集合し、バスにて日影バス

停まで移動。日影沢徒渉ののち、城山山頂を目指す。

所々に急登も出てくる明らかな尾根を、地形図、スマ

ホＧＰＳアプリで読図をしながら山頂へ。等高線に現

れない高低差、迷い込みやすい尾根の特徴なども説明

しながら、まずは地形図に親しんでもらうことを目標

とした。

　山頂では都岳連スタッフが腕を振るった「本格すき

焼き」を楽しんだ。自然の中での山の仲間との食事は

格別なもので、参加者全員に笑顔が溢れた。

　食後はこの山行の学びポイントの一つである、観天

望気講習を行った。あいにくの快晴で、雲を眺めての

観天望気はできなかったが、風、自然現象から天候を

e-mail:info@alpine-tour. com    http: //www.alpine-tour. com

旅行企画・実施

e-mail:info@alpine-tour. com    http: //www.alpine-tour. com

〒105-0003｠東京都港区西新橋2-8-11 第 7 東洋海事ビル 4階 ☎03-3503-1911
大阪☎06-6444-3033　 名古屋☎052-581-3211　 福岡☎092-715-1557

観光庁長官登録旅行業第490号／日本旅行業協会正会員／旅行企画・実施

絶景のランタン谷トレッキング
10日間

旅行代金 ￥416,0003/17㈯・4/21㈯出発日

東京・大阪・名古屋・福岡発着地

“世界で最も美しい谷のひとつ”へ

※燃油サーチャージ（2017年11月20日現在：目安約11,000円）が別途必要です。
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日韓交流登山について
　先般、石川県山岳協会は設立50周年記念行事とし

て、石川県の友好都市である韓国の全羅北道と交流登

山を実施しました。

　先ず７月に全羅北道の全州市山岳連盟19名が来日。

来られたのは全員男性で、40歳代を中心とした屈強な

メンバーと小学生２名。

　当協会のガイドで開山１，300年を迎えた白山に１

泊２日の行程で登りました。

　当日は、雨は免れたもののあいにくの天候で眺望は

なし。例年は咲き誇る高山植物も雪解けのタイミング

でまだ蕾。それでも韓国では経験できない２，702ｍの

高峰に登ることができて皆さん大満足されていまし

た。

　下山後は金沢市に移動して交流会を開催しました。

通訳数名を配置したこともあり終始賑やかな雰囲気の

中で行われました。

　日程の関係で十分なおもてなしはできませんでした

が、再会を約束した後お別れしました。

　10月今度は我々が訪韓しました。

　到着翌日、既に顔見知りの全州市山岳連盟の方々の

ガイドで全羅北道の全州市にある智異山に向かいまし

た。

　事前に、訪韓メンバーは男女それぞれ９名、平均年

齢70歳弱と伝えてあったので登山コ―スは智異山系

では容易に登れる老姑壇（１，507ｍ）ピーク往復に設

定されていました。

　また、我々のために、智異山国立公園の日本語ガイ

ドやレスキュー隊員の同行が準備されているなど全州

市山岳連盟の心遣いが嬉しかったです。

　当日は晴天で紅葉も始まっており、眺望を楽しみな

がらの登山になりました。

＊

　今回の訪韓は、石川県と全羅北道の交流であると同

時に、全州市が金沢市の姉妹都市であることから両市

の友好発展のための交流でもありました。

　下山後に全州市庁を訪問して金沢市長から預かって

きた親書の手交等を行い両市の友好関係発展に寄与で

きたことも大きな成果でした。

　日本と韓国の間には複雑な問題がありますが、この

ような民間交流を通して相互理解が進むことを願って

おります。

　最後に、今回の交流登山に尽力いただいた（公財）

石川県国際交流協会、金沢市及び通訳を引き受けてい

ただいたＮＰＯ法人ＹＯＵ・Ｉの関係各位に紙面を借

りてお礼申し上げます。

（国際海外　森田伸彦）

国立登山研修所創立50周年記念式典・祝賀会
　11月26日（日）に国立登山研修所創立50周年記念

式典・祝賀会が富山市の高志会館で開催された。式典

では主催者、ご来賓の挨拶の後、30人の功労者と協力

者10団体に感謝状が贈られた。

　記念講演では、重廣恒夫氏が「人と山を繋いだ登山

研修所」の演題で講演。

　式典後の祝賀会には約180人が参加され、半世紀に

亙る登山研修所の歴史を懐かしみ、旧交を温められ

た。参加者には『国立登山研修所50年のあゆみ』、『高

みを目指して』の記念誌と記念品が配られた。



9

ＵＩＡＡ総会・理事会
ＵＡＡＡ総会報告

　日時　2017年10月18日（水）～ 25日（水）
　場所 イラン・イスラム共和国
　出席　八木原会長、小野寺（記録）
　ともにイランの古都シラーズにおいて開催された。

シラーズはイランの南西部に位置し、標高１，486ｍ、

人口約百万人で18世紀後半にはサンド朝ペルシャの

首都であった。標高の割には殆ど砂漠地帯である。近

くにはペルセポリスなどのユネスコの世界遺産にも指

定されている遺跡がある。アレキサンダー大王によっ

て滅ぼされるまでペルシャ帝国の栄華を誇っていて、

歴史のロマンを感じさせる場所である。

　シラーズのホテル・会議場の近くには小高い丘があ

り、頂上に至る場所には岩登りのゲレンデが小さいな

がらも多く連なっており、練習に励んでいる人も見ら

れた。

ＵＩＡＡ総会

　以下の日程で開催された。ダブル内容もあり、主な

議題についてはまとめて報告する。

●10月19日（木）午後 インフォーマル理事会

　フォーマルな理事会に先立って主要な議題の下打

ち合わせのような感じで行われるが、批判的な意見も

あり、次回からは連続してのフォーマル会議となる模

様。

●10月20日（金） フォーマル理事会

　インフォーマル、フォーマル共にホテルの一室にて

開催された。後述するが、アジアにおけるＵＡＡＡみ

たいにヨーロッパでもＥＵＭＡ（ヨーロッパ連合）を

構成しようとしているらしいが、ドイツ、オーストリ

ア、イタリアの大国とＵＩＡＡ執行部が対立している

ようで、予想されたことではあるが、今回の会議でそ

れら３つの国々の姿はなかった。委員会委員長の出席

も予定されていたのだが、それらの国々は出席してい

ない。執行部や理事の役職にあるイタリア人は出席し

ていない。総会にも出席しなかった。まさに異様な雰

囲気であった。

●10月21日（土） 総会

　開会式前にコーランが流れ、まさにイスラムの国の

会議であった。当然議長席上段にはホメイニ師などの

指導者の顔写真が並ぶ。会場もホテルではなく、バス

で移動する別の大きな建物の中にあった。各国の代表

者の前にその国の旗が並び、国際会議という雰囲気が

演出された。

〈主な内容〉
１．各委員会について
　ＵＩＡＡの委員会は、安全委、登山委、医事委、自然

保護委、アクセス委、アイスクライミング委、アンチ

ドーピング委、ユース委などがあり、活性化が求めら

れている。メンバーは各々正規委員、エキスパート、

特派員などに分かれており、正規委員は集会出席が義

務付けられている。委員が世界にまたがっており、委

員会統率は難しいようだ。自然保護委は賞を設置し、

安全委は器機安全についての論文発表を行っている。

登山委員会の中の標準化はSteve longが中心になって

動いているが資金的バックが乏しいと言っている。特

に理事メンバーと委員長の相互理解、そして、ＥＢが

それらを纏めるとの提案がなされているのであるが、

残念ながら半分の委員長が欠席していた。来年は次の

ステップとしてWorking Groupの設立を考えている

とのこと。やはり、委員会活動にメスを入れたい意向

がある。

　安全委員会の器機検査場が中国の蘇州の近くに建設

されている、委員長には欧米ではなく、インドのＩＭ

Ｆ会長Ａmitが今回新たに就任した。日本にもやがて

協力依頼が来そうな雰囲気である。

２．ＥＵＭＡ（ European Union of Mountaineering 
Association）の創設について

UAAA総会

UIAA総会集合写真
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　特にヨーロッパ内部で複雑な問題をはらんでいる。

なかなか理解しがたい。ヨーロッパ人の多くはＥＵＭ

Ａを作ることには反対はしていない。寧ろ中小の連盟

は賛成が多い感じがする。しかし、総会で賛否を取ろ

うとしたので、そのことをＵＩＡＡの中に持ち込むべ

きでない、第三者を巻き込む必要はないという意見が

あった。さらに個々の連盟の利益を守るための創設と

いう意見がある一方、それは一面的という指摘があ

る。共にドイツ、オーストリア、イタリアの３大国と

ＵＩＡＡのＥＢとの対立が目立つ。背景には会費を

多く収めている大きな団体と、多くの中小の団体、さ

らにそれを纏めているＥＢも含め確執がある。Power 

Game, Political Gameという言葉も飛び交う。残念な

がら上記３国は欠席、それらの国に属するＥＢ、委員

長も欠席している。南アのＧｒｅｇはこれはヨーロッ

パだけの問題ではない、と言っていたがそれは正論で

実際はもっとドロドロしている。日本は、内部の話な

ら別の場所で行ってくれ、と発言、その通りなった。

　総会の合間にもヨーロッパ諸国が集まって議論して

いたが、３大国欠席では何ともならないだろう。

３．ＵＩＡＡ標準テキスト
　元々フランス語を英語に翻訳したものが原本になっ

ている。それが韓国語等に翻訳されている。トルコ語、

アラビア語も予定しており、日本も近々契約を結び翻

訳したいと考えている。ＵＩＡＡ，日山協、ペッツェ

ルの３社契約で契約書の原本を送るように依頼してい

る。

４．スカイランニング
　スカイランニングとトレイルランニングは思想が違

うとのこと。前者はバーチカルで急峻な壁（岩稜では

なく）などを登り3000ｍ～ 4000ｍの高所を走る。後

に日本のスカイランニング連盟に聞いたが同様のこと

を言っていた。後者は主に平坦な道を走る。統合は当

分なく、個々に発展するだろうとのこと。

５．会費の件
　スロベニアからの提案で、他の連盟と比べて会費が

高すぎる、年令等考慮して安くしてほしいとのこと。

２，３年前は南アがその国のＧＤＰに合わせてほしい

など提案したが実現できなかった。年令と言ったのは

ドイツ（会員数は100万人で一番大きい）の反対を意

識していると思われる。他の連盟との比較ではＩＦＳ

Ｃは安いと言っていたが、必ずしも正しくはなく、そ

のあたりの構造を説明・発言しようと思ったが、ＩＦ

ＳＣに誤解されてもよくないので、それは止めた。

６．次回の理事会・総会
　2018年の理事会はネパールにおいて３月24，25日で

他のイベントと一緒に行う。総会は10月６日にモン

ゴルで行う。2019年の理事会は未定で、総会はキプロ

ス（Cyprus）で行う。

ＵＡＡＡ総会

●10月22日 総会

　参加者がＵＩＡＡに比較してそれほど多いわけでも

ないので、ホテルの一室を使って行われた。また、今

回は主要な議題があるわけでもなく、所要時間として

は比較的短時間で終了した。

〈主な内容〉
１．各国の活動状況について
　例年の通り、順番に活動の報告が行われた。最近で

はどの国もパワーポイントを使っての発表が多い。日

本は日山協と労山が加盟しており、発表については珍

しく共通の内容があったりした。特に那須岳の高校生

の遭難についてである。

２．加盟団体について
　１つの国からＵＡＡＡに加盟できるのは３連盟に制

限したいとのこと。これはモンゴルを意識してのこと

である。個々の連盟は少人数なのに国内では一緒にな

れないらしい。困ったものである。

３．次年度以降の人事について
　現在の会長であるInjeong Lee氏が再選された。他

の役員としては、副会長にネパール、中国、そしてイ

ラン、経理は台湾（中国台北健行登山協会）が継続と

なるだろう。

　ネパールにおいてはSanta Lamaが会長に選出され

たとメールをもらい、それに対してお祝いのメールを

返信していたのだが、あにはからんや、来たのはAng 

Tshering SherpaとZimba Sherpaであった。いろいろ

と問題があるらしい。

４．次回
　2018年の理事会はカザフスタンが指名された。６月

頃とのこと。総会はＵＩＡＡに習い同時期にモンゴル

で行う。

日　時 平成30年１月13日（土）　13時～ 15時
 （受付 12時 30分より）　
会　場 アルカディア市ヶ谷「富士の間」
 東京都千代田区九段北４-２-25
 （市ヶ谷駅下車徒歩 3分）　
会　費 １万円

平成30年 新春懇談会
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　登山事故の防止については、例年関係方面の御協力

をいただいて いるところですが、本年３月に栃木県那

須町において発生した雪崩に伴い高等学校の生徒 ７ 名

及び引率教員１名が亡くなるという事故を受けて、ス

ポーツ庁では、本年９ 月に「高校生等の冬山・春山登山

の事故防止のための有識者会議」を設置し、高校生（中

等教育学校後期課程、特別支援学校 高等部を含む。）及

び高等専門学校第１学年から第３学年までに属する生

徒（以下、「高校生等」という。）の冬山登山の事故防止の

ための方策について、専門的な観点から検討を依頼し、

本年11月28日、別紙１のとおり、報告書をとりまとめて

いただきました。

　本報告書では、冬山登山は遭難事故の発生の可能性

がある非常に厳しい環境下で行われる活動であること

から、高校生等は、引き続き、原則として冬山登山は禁

止とし、例外的に実施する場合には、豊富な知識と経験

を有する指導者が必要であることはもとより、計画の事

前審査を行うなど万全の安全対策が不可決であると改

めて確認されるとともに、今後の事故防止のための方策

について具体的に提案されました。

　スポーツ庁としては、本報告書を踏まえ、今後さらに

施策の充実に取り組むこととしており、貴職におかれま

しても、別紙１を参考にしながら、高校生等については、

下記のとおり原則として冬山登山は行わないよう、引き

続き御指導願います。

　また、近年、一般の冬山登山者は年々増加し 、冬山に

おける山岳遭難発生件数は増加傾向にあります。さら

に、火山には、噴気や火山ガスが発生している危険な場

所があり、登山する山が火山の場合には、気象庁や各都

道府県等が発表している最新の情報を入手し、十分に

注意する必要があります。

　ついては、別紙２ 「冬山登山の警告」を関係機関・団

体及び関係者に周知するとともに、密接な協力の下、こ

の趣旨を登山者に周知徹底され、事故防止に万全を期

されるよう御配慮願います。

　このことについて、都道府県知事におかれては、所管

の関係部局・機関・団体及び高等学校（中等教育学校

後期課程、特別支援学校高等部を含む。）に対して、都

道府県・指定都市教育委員会教育長におかれては、所

管の関係部局・機関・団体及び高等学校（中等教育学

校後期課程、特別支援学校高等部を含む。）並びに域内

の市区町村教育委員会に対して、株式会社立高等学校

を認定した地方公共団体の長におかれては、認可した

高等学校に対して周知願います。

　また、公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング

協会及び公益財団法人全国高等学校体育連盟におかれ

ては、各都道府県加盟団体等に周知するとともに、当該

団体等において事故防止に係る積極的な取組が行われ

るよう御協力願います。

記

１．高校生等の冬山登山の原則禁止
　高校生等については、総合的な登山経験が不足して

いるだけでなく、厳しい環境での登山における技術、体

力、リスクマネジメント能力等が不十分であるため、冬

山における安全を確保することは極めて難しいので、原

則として冬山登山は行わないこと。

　冬山登山とは、主に積雪期における登山とするが、時

期に関わらず、気温の変化や降雪・積雪等の気象条件

による凍結、吹雪、雪崩等に伴う転滑落、埋没、凍傷、低

体温症などにより、遭難事故等が発生する可能性のある

環境下で行う活動のことをいう。

　なお、これには、各都道府県高等学校体育連盟（以下、

「都道府県高体連」という。）が主催する登山や登山に関

する講習会等を含み、スキー場のコース内におけるス

ノースポーツ（＊）を除く。
（＊） スノースポーツとは、スキー、スノーボード、チェアス
キーその他の雪上のスポーツや遊びのこと

２．高校生等が例外的に冬山登山を
　   実施する場合の条件及び留意点等
　高校生等の登山の教育 的意義の観点から、例外的に

冬山登山を実施する場合には、次に掲げる実施するため

に必要な条件等を整えること。また、実施に当たっては、

別紙 １の「高校生等の冬山登山の事故防止のための方

策について（平成29年11月28日、高校生等の冬山 ・春

山登山の事故防止のための有識者会議）」を踏まえるこ

と。

［実施するために必要な条件等】

①適切かつ安全な場所での基礎的な内容にとどめること
　活動場所については、冬山登山の獲得目標を踏まえ、

そのために適切な場所であるかを十分に複数で検討す

ること。その上で時期、気象状況、地形、斜度、積雪量、

参加生徒と指導者の技量やバックアップ体制の充実程

度などから選定すること。また、活動内容は安全登山の

ための基礎的な内容であり、登頂を 目的とはせずに、歩

冬山登山の事故防止について（通知） スポーツ庁
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行技術（歩き方、ラッセル等）や生活技術（幕営、炊事等）

等の習得を目的とする活動とすること

②指導者の条件を整えること
　冬山登山の実施に当たっては、必ず複数の指導者の

引率体制とし、少なくとも１人（リーダー）は、冬山のよ

うな厳しい環境下で の登山について豊富な知識と経験

を有する者であり、山岳に係る資格を有していることが

望ましい。なお、資格に準じるも のとしては、国立登山

研修所又は各都道府県が主催する研修会の履修ととも

に、一定の難易度以上の積雪 期登山のリーダー経験を

有し、継続的に活動していることが望ましい。

　また、リーダー以外の引率者においても、登山に係る

研修会・講習会に積極的かつ継続的に参加するなど、

自ら資質向上に努めること。

③登山計画審査会（仮称）の事前審査を受けること
　冬山登山を実施する高等学校（中等教育学校後期課

程、特別支援学校高等部を含む。）及び高等専門学校（以

下「高等学校等」という。）又は都道府県高体連等は、事

前に登山計画（活動目的、活動場所（山域、ルート）、活

動内容、参加生徒等の活動経験、引率者・指導者の体制

と資質、装備内容、荒天時の対策、緊急時の対策等）を

作成し、各都道府県において設置する登山計画を審査

する組織（登山計画審査会（仮称））の審査を受けるもの

とする。なお、審査対象としては、都道府県高体連が主

催する 講習会等も含めること。

　各都道府県教育委員会、各都道府県私立学校主管部

局及び都道府県高体連は、各機関が連携して地元の登

山の専門家など外部有識者を含めた登山計画審査会（仮

称）を設け、高等学校等又は都道府県高体連等が実施す

る冬山登山の登山計画を総合的に審査し、必要に応じ

て改善を指示すること。なお、これを通じて、登山指導

者の育成を 図ること。

　また、各国公立大学法人附属、市町村立及び株式会社

立の高等学校等においては、高校生等が参加する登山

計画について、所在する都道府県の教育委員会、私立学

校主 管部局及び県高体連等と連携するなどして、地元

の山岳関係団体や登山専門家の助言を求めること。

④校長及び保護者の了解を得ること
　冬山登山の登山計画を作成する者（部活動顧問教員

又は都道府県高体連の関係者等）は、適切な獲得目標を

設定し、必ず事前に可能性のある行動範囲と行動内容、

荒天時の変更案などを盛り込んだ登山計画等を示し、

参加する高校生等の校長及び保護者の了解を得ること。

⑤生徒への事前指導等を実施すること
　各高等学校等において、登山部の指導者は登山計画

の内容、留意すべき点、持ち物等について確認するとと

もに、考えられるリスク（危険）や対策等についても事

前に指導しておくこと。併せて日頃の部 活動の中で、冬

山登山に必要な基礎的な知識、技術等に加えて、冬山登

山の多様なリスクや安全確保についても指導しておく

こと。

　なお、高等学校等や都道府県高体連以外の団体が主

催する高校生等以下が参加する冬山登山についても上

記に準じて実施すること。

３．高校登山部指導者の質の向上等について
　高校生等の冬山登山を安全に実施するためには、冬

山登山の活動中において部活動顧問教員等の指導者が

気象条件等を踏まえて適切に判断することが必要であ

り、そのためには指導者各々の質の向上に取り組まなけ

ればならないことから、登山部を設置する高等学校等の

校長、学校の設置者又は各自治体の関係者においては、

部活動顧問教員等の指導者の研修機会を確保するとと

もに、研修会への参加に配慮を行うこと。
（以下は、本協会のＨＰで確認してください。）
別紙１： 「高校生等の冬山登山の事故防止のための方策につ

いて（平成28年11月28日、高校生等の冬山・春山
登山の事故防止のための有識者会議）」

別紙２： 「冬山登山の警告ー冬山の三大リスクに備えましょ
う－（平成29年12月、山岳遭難対策中央協議会」

平成29年度第３回理事会報告
　11月12日（日）に岸記念体育会館で第３回理事会が

開催された。

　議事に先立ち、八木原会長から「今年度は、役員改

選や委員長交代もあって人心一新の出発となった。組

織の改編やガバナンス委員会による諸規程・規則の整

備も進み、中央競技団体としてよい形になってきた。

ブロック理事にも業務を担って頂きたい。」と挨拶が

あった。

◯出席理事：八木原圀明、亀山健太郎、髙橋時夫、
　伊藤克己、平山裕示、尾形好雄、小野寺斉、水島彰治、

村岡正己、小日向徹、合田雄治郎、仙石富英、

　町田幸男、相良忠麿、小野倫夫、吉田弘司、小宮山稔、

　森庄一、滝田博之、古賀英年、松本実、木村康男、

　工藤文昭

◯出席監事：内藤順造、中畠正喜、古屋寿隆
◯同 席 者：ガバナンス委員の多賀啓、和田研史
◯欠席理事： 蛭田伸一、中瀬和徳

〈議　事〉
１． 議案第１号　平成30年度事業及び予算編成方針
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平成29年度11月
常務理事会報告

日　時　平成29年11月６日㈪
　　　　18時～ 21時40分
場　所　岸記念体育会館・４階特別会議室
出席者　八木原会長、亀山、髙橋、伊藤、
平山の各副会長、尾形専務理事、小野
寺、水島、村岡、小日向、合田、仙石、
蛭田、町田の各常務理事、中畠、古屋
監事（16名中16名出席）
同席者　西原国体委員長
常務理事会に先立ち西原国体委員長か
ら国体参加資格違反の報告があった。

１．議　事
⑴平成29年度10月常務理事会・議事録
の承認について（事前送付済）
　異議なく承認された。
⑵各種規程の改定案について
　下記規程について合田常務理事より提
案説明があった。

①加盟団体規程

の質問について
　理事会では合田常務理事が報告事項で
説明する。
⑸第２次補正予算について
　第13回ＢＪＣの補正予算について提
案があり、承認された。
⑹国体ブロック大会の要望について
　小野寺常務理事より資料に基づいての
提案説明があり、客観的に調査して検
討することになった。
⑺パラクライミング日本選手権について
　村岡常務理事より資料に基づいての提
案説明があり、開催は今年限りとする
ことで了承。
⑻29年度第３回理事会次第について
　小野寺常務理事より資料に基づいての
提案があり、議案２題は報告に回すこ
とで承認された。
⑼日本スポーツ賞候補者推薦について
　是永敬一郎選手を推薦することで承
認。
⑽新春懇談会における感謝状贈呈について
　伊藤副会長より日山協事業の主管岳連
への感謝状贈呈について提案があり、
12月常務理事会までに検討する。
⑾ホームページ運用について
　運用については早いうちの対応が必要

　第11条と第14条の一部修正で、提案
通り承認。
②個人情報の取扱いに関する外部委託管
理規程
　第３条２文字削除で、提案通り承認。
③個人情報の保護に関する監査規程
　第11条第２項２文字訂正で、提案通
り承認。
④個人情報保護及び取扱規程
　第２条第１項第10号２文字訂正で、提
案通り承認。
⑤情報公開規程
　提案通り異議なく承認。
⑥会計処理規程
　第12条２文字加筆で、提案通り承認。
⑦スポーツクライミング大会安全管理細則
　後日ガバナンス委員会で検討後に規程
として再提案することになった。

⑧「国民スポーツ登山振興基金」特別積
立金設置規程

　提案通り異議なく承認。
⑨登録選手登録規程の適用時期について
　提案通り異議なく承認。
⑶平成30年度事業及び予算編成方針
（案）について
　文章を一部加筆・訂正の上、承認。
⑷近畿地区からの登録選手規程について

について
小野寺事務局長から提案説明があり、採決が諮られた。

 ●賛成23、反対０で一部訂正を加えて可決。

２．議案第２号　規程・規則の改訂について
①名誉会長、顧問、参与に関する規程　②加盟団体

規程　③表彰規程　④倫理規程　⑤裁定審査会規程

⑥登録選手規程・細則　⑦ 個人情報保護及取扱規

程　⑧ 個人情報の保護に関する監査規程　⑨個人

情報の外部委託管理に関する規程　⑩旅費等規程

⑪謝金及び報酬に関する規程　⑫情報公開規程　

⑬公認規程（新設）　⑭国民スポーツ登山振興基金

設置規程　⑮会計処理規程等の改定説明がなされた

後、質疑応答を受けた。

 ●以上、規程ごとに採決が諮られ、一部訂正を加え

て、各規程とも賛成23、反対０で可決。

〈報　告〉
① 報告第１号　平成29年度上期事業・会計及び業務・

会計中間監査報告

上期事業報告（小野寺常務理事）、会計報告（相良理

事）、監査報告（内藤監事）が行われた。

② 報告第２号　平成29年度上期山岳共済会報告及び

業務・会計中間監査報告

上期報告（尾形専務理事）、監査報告（内藤監事）が

行われた。

③ 報告第３号　近畿地区からの登録選手規程の質問に

について

合田常務理事より説明があった。

④報告第４号　国体ブロック大会の要望について

　客観的に調査して検討することが報告された。

⑤報告第５号　第２次補正予算について

　第13回ＢＪＣの補正予算が報告された。

⑥報告第６号  予算管理フローチャートについて

　小野寺事務局長から資料に基づき説明があった。

⑦報告第７号  業務執行理事の職務執行報告

　各業務執行理事から報告書に基づいて報告がなされた。

⑧報告第８号  第56回全日本登山大会・北海道大会報告

　小野理事から報告と御礼挨拶があった。

⑨報告第９号  第72回愛媛国体山岳競技報告

　村岡理事から報告があった。

⑩ 報告第10号 ＩＦＳＣ世界ユース選手権、アジアク

ライミング選手権報告

　小日向理事から報告があった。

〈その他〉
①ブロック代表理事の分担について会長から要請。

② 公益社団法人の理事の責任について（合田常務理事

より説明）

③登山部の連絡会について亀山副会長から要請。

④ 女性役員の登用について会長から検討要請があっ

た。

⑤ スポーツクライミングのＤＶＤが各ブロックに配布

された。



　今年は本号（585号）で最終便となり、寄稿
して下さった方々に感謝致します。本協会は
名称変更、役員・組織体制等の改革を矢継ぎ
早に行った激動の年でした。登山月報にも新
しい風を吹き込む企画、スタッフが必要と感
じた年でもありました。来年も協力の程宜し
くお願いします。
 （広報担当 水島彰治）
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寄贈図書

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人一般財団法人 日本トレイルランニング協会
神奈川県事務局

〒252-0184
神奈川県相模原市緑区小渕1545-1
☎042-687-4011　FAX 042-687-3980
E-mail kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp

寄贈本 (株)山と溪谷社 「アウトドア・ものローグ」 著：芹澤 一洋
（独）日本スポーツ振興センター 「国立登山研修所50年の歩み」

雑誌 (株)山と溪谷社 「山と溪谷」No.992
(株)ネイチュアエンタープライズ 「岳人」No.846

会
報

（公財）全日本ボウリング協会 「JBCnews」第552号
（一財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ アルク」通巻577号 
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第605号
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」第425号
中国登山協会 「山野」2017/09 総229期
日本トレーニング指導者協会 「JATI EXPRESS」Vol.61
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」No.475
FEEC 「VERTEX」274
中華民国山岳協會 「中華山岳」《雙月刊》 261
La rivista del Club alpino italiano 「Ｍｏｎｔａｇｎｅ360」2017.11
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.338
（公財）日本体育協会 「Sports Japan」vol.34
Korean Alpine Federation 「大山聯」Vol.227
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」No.514
（公財）埼玉県体育協会 「スポーツ埼玉」Vol.278
（公財）日本体育協会 2017年11月13日号 体協フェアプレイニュース/体協スポーツニュース
東京野歩会 「山嶺」VOL.95
（公社）日本山岳会 「山」No.870
おいらく山岳会 「山行手帖」No.696
中国登山協会 「山野」総231期
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第333号

編集後記

との意見が多数あり。

２．報告事項
⑴平成29年度上期事業及び会計報告
　小野寺常務理事より資料に基づいて報
告があった。

⑵平成29年度上期事業及び会計の監査
報告

　中畠監事、古屋監事より資料に基づい
て報告があった。

⑶平成29年度上期共済会事業及び会計
報告

　尾形共済会会長より資料に基づいて報
告があった。

⑷平成29年度上期共済会事業及び会計
報告の監査報告

　中畠監事、古屋監事より資料に基づい
て報告があった。

⑸予算管理フローチャートについて
　小野寺常務理事より資料に基づいて報
告があった。

⑹「はんしん自立の家甲山登山隊」植村
直己冒険賞特別賞受賞御礼報告

　小野寺常務理事より資料に基づいて報
告があった。

⑺選手説明会について（12/17）
　合田常務理事より口頭で報告があった。
明治大学駿河台校舎で行うとのこと。
⑻ＳＣ部専任事務局員採用について、
　合田常務理事より口頭で報告があった。
⑼ＵＩＡＡ/ＵＡＡＡ総会概要報告

⑸雪崩防災週間実行委員会　10月25日
㈬　於：中央合同庁舎第３号館１Ｆ
　尾形専務理事
⑹プラティバ・ラナ新駐日ネパール大使
歓迎会　10月25日㈬　於：ＫＫＲホ
テル東京　尾形専務理事
⑺東京2020オリンピック競技大会国内
競技団体協議会　10月27日㈮
　於：虎ノ門オフィスＴＯＫＹＯ１・２
　尾形専務理事
⑻（一財）全国山の日協議会運営委員会
　10月30日㈪　於：四谷健康センター
集会室　尾形専務理事
⑼29年度上期中間業務会計監査
　11月１日㈬　於：岸記念体育会館
　内藤監事、中畠監事、古屋監事、尾形
専務理事、小野寺常務理事 相良財務担
当理事

　小野寺常務理事より資料に基づいて報
告があった。
⑽各委員会報告
　今回は時間の都合で割愛した。合田常
務理事より次回に委員長を集めて報告
してほしいとの要望があった。
⑾山岳共済会平成30年度版パンフレット
　尾形共済会会長より資料に基づいて報
告があった。

３．後援報告、協賛等の依頼について
⑴一般社団法人広島県山岳連盟・比婆山
スカイラン後援承認について 
⑵第38回登山医学会学術集会後援承認
について
　上記２点は例年通りということで提案
通り承認。

４．その他の重要事項
　　（10月15日～ 11月６日）
⑴ＵＩＡＡ及ＵＡＡＡ総会　10月17日
㈪～ 25日㈬　於：イラン シラーズ
　八木原会長、小野寺常務理事
⑵高校生等の冬山・春山登山の事故防止
のための有識者会議　10月17日㈫　
於：文部科学省16階　尾形専務理事
⑶オリンピック強化指定選手ＡＤ研修会
　10月18日㈬　於：ＮＴＣ研修室　
　合田常務理事
⑷ＪＳＴＡセミナー　10月20日㈮　
　於：共同通信会館５Ｆ　合田常務理事
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